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新宿山吹だよりは、保護者の皆さんにも読んでもらって下さい。  

壁を乗り越えて成長する 
校 長  永浜 裕之  

 

バイオリニストの千住真理子さんから伺った話を紹介します。 

 

千住さんは２歳からバイオリンを始め、12歳でデビューし、日本音楽コンクール最年少の15歳で優勝するなど、

「天才バイオリニスト」と呼ばれた人です。 

そんな彼女ですが、プレッシャーに押しつぶされ、20歳の時には、まったく演奏ができなくなってしまったそう

です。まったく練習ができなくなり、引退まで考えた彼女が、どのように乗り越えたのでしょうか。 

 

千住さんは、プレッシャーで練習できず、引退を考えていました。そんな状態のとき、あるホスピスから、「末

期がんの患者さんたちに、バイオリンを演奏してくれないか？」という依頼が来たそうです。「演奏をやめたので

」という彼女の答えに、「バイオリニストとしてお願いしているのではありません。あなたのファンが余命いくば

くもないのです。一人の人間としてどうされますか？」と問われ、思わず承知してしまいます。 

 

「ほとんど楽器をいじっていない状態なのだが、私はホスピスを訪ねた。大広間に入った私は、今まで味わった

ことのない空気を感じた。何か「しん」とした空気が私を包み込む。楽器を取り出す私の手に視線が集まり、何か

を待っている気配、真剣なまなざしに、しばし、たじろいだ。弓を弦にあてたが、久しぶりの演奏、思うように演

奏できない。苛立ちを感じる中、全身全霊をかけて聞いている30名の聴衆の強い思いが私の演奏を誘導する。」 

 

その時、「彼ら彼女らは、私に完璧な演奏なんか望んではいない。ここでは、完成度の高い、優等生の音楽はい

らない。今、必要とされているのは、心を入れた音なのだ。この場所には、上手に弾こうとする欲、どう思われて

いるかという不安はなく、音を通じて感じようとする人の体温があるだけだ。」と思ったそうです。そう気付いた

とき、息をするように、語りかける思いで演奏を進めたそうです。 

 

演奏が終わると、一人の患者が近づいてきて、「生きていてよかった。毎日、ただただ苦しいばかりで、何のた

めに生きているんだろうって思っていたんですよ。でも、千住さんの演奏を聴いて、とにかく頑張って生きていて

よかったなあって、そう思いました。」と話してくれたそうです。その方は、一週間後、天に召されたそうです。 

 

この話には、もう少し続きがあります。後日、ホスピスから、「実は、大広間まで来られない患者さんで、どう

しても千住さんの演奏が聴きたいという方がいるのですが」と依頼され、あらためて、演奏することになります。 

 

「その人は最後にバッハを聞きたいと言い、こわばった表情にささやかな笑みさえ浮かべることなく、睨みつけ

るように私を見た。演奏を始めると、その人は全身全霊を傾けて傾聴し、私が発するすべてを吸い取っていたよう

な気がした。弾き終えた私はフラフラになった。」。その人は翌日、天に召されたそうです。 

 

千住さんは、「亡くなってしまった方々に対して、練習不足のために満足のいく演奏ができなかった。」とい

う後悔の思いが日に日に増し、とうとう、バイオリンの練習を再開できるようになったそうです。 

彼女が言うには、「それはプロとしての練習ではない。ただ人間として、そのような場に遭遇した時に、精い

っぱいの音が出せるように、という願いを込めた練習なのです。」ということでした。 

 

この話を聞いて、私は、芸術を創造することの厳しさを感じましたが、同時に、人が生きるということについて

考えさせられました。私たちは、「一日一日、生きている」ということを当たり前のように感じていますが、この

話のように、死に直面している人たちの必死の生き方を見ていると、私たちは、日々の暮らしに、いくら大変なこ

と・辛いことがあったとしても、生きているということ、そのこと自身にもっと価値を見出してよいのではないか

と考えてしまいます。 

 

生きていくことは「壁」を乗り越えることの連続だと思います。ある時は、自分の「愚かさ」や「ちっぽけさ」

が壁となったり、また、ある時は、受け入れてくれない「世間」や「人」が壁となったりもします。 

そのとき、どう立ち向かうのか、あるいは逃げ出してしまうのか、そのたびに、私たちは人生の分かれ道に立っ

ているのかもしれません。そして壁を乗り越えることができたとき、私たちはまた一つ、成長することができるの

だと思います。 



 

令和３年度卒業生等 学事報告 
 
３月２４日（木）、第３１回卒業式が挙行され、２７３名の卒業生が巣立っていきました。卒業生の皆さん、卒

業おめでとうございます。「幸多かれ」と願っています。 
 

国公立大学 

香川大学 島根大学 都留文科大学 東京大学 東京学芸大学 東京都立大学（４） 

私立大学 

青山学院大学（３） 亜細亜大学（４） 跡見学園女子大学（３） 大妻女子大学 桜美林大学（５）  

岡山理科大学 学習院大学（４） 神奈川工科大学（８） 関西学院大学 北里大学 京都芸術大学 

京都産業大学（２） 近畿大学（３） 慶應義塾大学（４） 工学院大学 皇學館大学 國學院大學（４）   

国際基督教大学 国士館大学（９） 駒沢女子大学（２）  駒澤大学（６） 札幌学院大学 産業能率大学 

実践女子大学（２） 芝浦工業大学（２） 淑徳大学 上智大学（４） 昭和女子大学  聖学院大学 

成蹊大学（２） 成城大学（３） 聖徳大学  摂南大学（２） 専修大学（２） 洗足学園音楽大学  

創価大学 大正大学（１３） 大東文化大学（３） 高千穂大学 拓殖大学（２） 玉川大学（２） 

多摩美術大学（２） 千葉工業大学 千葉商科大学 中央大学（５） 鶴見大学（３） 帝京科学大学 

帝京大学（６） 東海大学（２） 東京医科大学 東京医療学院大学 東京家政大学（２） 東京経済大学 

東京工科大学（２） 東京工芸大学（７） 東京造形大学（２） 東京通信大学 東京電機大学（５） 

東京都市大学 東京農業大学（２） 東京未来大学（４） 東京薬科大学 東京理科大学（１０） 同志社大学

 東洋大学（１９ 獨協大学 二松学舎大学（２） 日本獣医生命科学大学（２） 日本大学（１２） 

日本薬科大学 文教大学（３） 法政大学（１８） 武蔵大学（１０） 武蔵野大学（９）  

武蔵野美術大学（２） 明治学院大学（３） 明治大学（４） 明星大学（４） 目白大学（４）横浜薬科大学

 立教大学（７） 立正大学（１０） 龍谷大学（２） 流通経済大学 麗澤大学（３） 和光大学 

早稲田大学（８） 和洋女子大学 

 
短期大学 

埼玉女子短期大学 帝京短期大学（2） 

専門職大学 
情報経営イノベーション専門職大学（2） 

専門学校 

アポロ歯科衛生士専門学校 一般社団法人 42Tokyo 大阪ITプログラミング＆会計専門学校 ミューズ音楽院 

大原法律専門学校 アミューズメントメディア総合学院 イムス横浜国際看護専門学校 神田外語学院（２） 

大原簿記公務員医療福祉保育専門学校 岡山医療センター附属看護助産専門学校 御茶の水美術専門学校 

窪田理容美容専門学校 国際文化理容美容専門学校（２） 倉敷中央看護専門学校 資生堂美容技術専門学校 

国際文化理容美容専門学校（２）  JAPANサッカーカレッジ 聖和看護専門学校 専門学校HAL東京（２）  

東京商科法科学院専門学校 東京デザイナー学院 東京電子専門学校 東京YMCA 西東京調理師専門学校 

東京デザインテクノロジーセンター専門学校 日本工学院専門学校（４） 日本工学院八王子専門学校（２） 

日本電子専門学校（５） 日本ナレーション演技研究所  原宿ベルエポック美容専門学校  

船橋情報ビジネス専門学校 

就職   

２りんかん 介護老人保健施設レーベンハウス 株式会社サン・フレッシュ 海上自衛隊 元気な介護グループ

 日本郵便株式会社 合同会社 Next Meeting 情報通信 ブルーマン マツモトキヨシ  

ユニクロカスタマーセンター 百合が丘すみれクリニック    

その他 畜産技術協会初生雛鑑別師初等科養成所 

 

定時制課程 学校行事予定 
４月５日（火）春季休業日（終） 
  ６日（水）始業式 

７日（木）入学式 
  ８日（金）対面式、部活動紹介、進路オリエンテーション(新入生) 

  11日（月）「人間と社会」オリエンテーション（新入生） 

       進路オリエンテーション(在校生) 
  12日（火）ウォークラリー、避難訓練（新入生） 
       「人間と社会」オリエンテーション（在校生） 
  13日（水）授業開始 
  14日（木）定期健康診断/腎臓検診 
   

通信制課程 学校行事予定 
４月４日（月）入学者選抜 

５日（火）春季休業日（終） 
15日（金）合格発表① 
16日（土）合格発表② 

17日（日）新入生科目登録 

19日（火）科目登録（予備日） 

20日（水）定時制併修生説明会 

21日（木）他校併修生説明会 

23日（土）入学式、学習システム説明会、 

スタディサプリ活用説明会 


